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85

《
耐

久
性

向
上

工
法

一
覧

》
（

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
）

分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
※

注
１

施
工

単
価

※
注

2

劣
化

部
分

の
除

去
劣

化
部

の
除

去

工
法

劣
化

部
の

除
去

は
、

劣
化

等
に

よ
り

塗
装

や
躯

体
の

脆
弱

化
し

た
部

分
を

除
去

し
、

新
規

塗
膜

の
施

工
、

躯
体

補
修

を
行

う
下

地
処

理
の

一
工

程
と

し
て

用
い

ら
れ

る
。

・
外

壁
タ

イ
ル

張
り

撤
去

（
全

面
・

モ
ル

タ
ル

共
）

1
,9

0
0

円
～

2
,2

0
0

円
/
㎡

・
既

存
塗

膜
の

除
去
（

複
層

仕
上

塗
材

）

高
圧

水
洗

工
法

（
既

存
塗

膜
及

び
下

地
劣

化
部

分
の

除
去

）

1
,5

0
0

円
～

1
,7

0
0

円
/
㎡

ひ
び

割
れ

補
修

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
補

修
（

被
覆

工
法

（
シ

ー
ル

工

法
）
）

被
覆

工
法

（
シ

ー
ル

工
法

）
は

、
ひ

び
割

れ
に

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

や
塗

膜
弾

性
防

水
材

で
被

覆
す

る
工

法
で

、

0
.2

m
m

 
未

満
の

軽
微

な
収

縮
ひ

び

割
れ

を
対

象
と

し
た

ひ
び

割
れ

補
修

工
法

で
あ

る
。

ひ
び

割
れ

部
の

挙
動

の
有

無
や

水
分

の
有

無
な

ど
を

考
慮

し
て

、
使

用
す

る
材

料
を

選
ぶ

必
要

が
あ

る
。

1
0

0
0

円
/
ｍ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
補

修
（

注
入

工
法

）

注
入

工
法

は
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
や

セ
メ

ン
ト

ス
ラ

リ
ー

な
ど

の
注

入
材

を
、

注
入

器
具

を
用

い
て

ひ
び

割
れ

深
部

ま
で

充
て

ん
さ

せ
る

工
法

で
、

一
般

的
に

は
幅

0
.2

～
1

.0
m

m
 
の

ひ
び

割
れ

に
対

し
て

施
工

を
行

い
、

ひ
び

割
れ

部
の

条
件

（
ひ

び
割

れ
幅

、
挙

動
の

有
無

、
乾

燥
・

湿
潤

）
に

よ
り

、

使
用

す
る

材
料

を
選

定
す

る
。

ひ
び

割
れ

部
0

.2
ｍ

ｍ
以

上

6
,6

0
0

円
/
ｍ

サ
ン

ダ
ー

工
法

高
圧

水
洗

工
法
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86

分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
※

注
１

施
工

単
価

※
注

2

ひ
び

割
れ

補
修

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
補

修
（

充
て

ん
工

法

（
Ｕ

カ
ッ

ト
シ

ー
ル

材
充

て
ん

工
法

）
）

充
て

ん
工

法
（

U
 カ

ッ
ト

シ
ー

ル
材

充
て

ん
工

法
）

と
は

、
ひ

び
割

れ
に

沿
っ

て
U

 
字

形
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
カ

ッ
ト

し
、

そ
の

部
分

に
補

修
材

を
充

て
ん

す
る

工
法

で
、

0
.5

～

1
.0

m
m

 
程

度
以

上
の

比
較

的
大

き

な
幅

の
ひ

び
割

れ
、

か
つ

、
鋼

材
が

腐
食

し
て

い
な

い
場

合
の

補
修

に
適

す
る

工
法

で
あ

る
。

4
,2

0
0

円
/
ｍ

表
面

処
理

改
修

表
面

含
浸

工
法

表
面

含
浸

工
法

は
、

表
面

含
浸

材
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
含

浸
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

表
面

に
吸

水
防

止
層

や
劣

化
防

止
層

を
形

成
し

、
劣

化
進

行
の

抑
制

や
耐

久
性

の
向

上
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

表
面

含
浸

材
に

は
、

浸
透

性
吸

水
防

止
材

や
浸

透
性

固
化

材
、

ア
ル

カ
リ

性
付

与
材

な
ど

が
あ

る
。

標
準

使
用

量
4

0
0
ｇ

/
㎡

施
工

規
模

5
0

0
㎡

2
,0

0
0

円
/
㎡

表
面

被
覆

工
法

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
材

(構
造

物
)の

表

面
を

樹
脂

系
や

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

系
の

材
料

で
被

覆
す

る
こ

と
に

よ

り
、

劣
化

因
子

を
遮

断
し

て
、

劣
化

進
行

を
抑

制
し

、
部

材
(構

造
物

)の

耐
久

性
能

を
向

上
さ

せ
る

工
法

で
あ

る
。

塗
装

回
数

を
増

や
す

こ
と

に
よ

り
、

ピ
ン

ホ
ー

ル
な

ど
の

欠
陥

を
無

く
し

、
膜

厚
を

増
す

こ
と

に
よ

っ
て

、

ひ
び

割
れ

追
従

性
や

劣
化

因
子

の
浸

入
に

対
す

る
抵

抗
性

を
強

化
す

る

厚
５

ｍ
ｍ

、
ポ

リ
マ

ー
モ

ル
タ

ル
、

施
工

規
模

5
0

0
㎡

5
,0

0
0

円
/
㎡
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分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
※

注
１

施
工

単
価

※
注

2

塗
装

の
改

修
塗

装
・

吹
付

け

直
し

工
法

塗
装

は
建

築
物

の
内

外
部

に
施

さ
れ

仕
上

げ
と

し
て

の
美

装
の

目
的

だ
け

で
な

く
、

各
種

の
劣

化
外

力
（

雨
水

、

飛
散

・
浮

遊
物

質
、

二
酸

化
炭

素
ガ

ス
、

紫
外

線
な

ど
）

や
経

年
劣

化
な

ど
か

ら
被

塗
物

を
保

護
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

建
築

物
の

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
。

既
存

塗
膜

の
劣

化
に

応
じ

て
、

劣
化

塗
膜

を
除

去
し

塗
装

を
行

う
。（

全
面

除
去

が
必

要
と

な
る

場
合

も
あ

る
。）

複
層

仕
上

塗
材

施
工

規
模

３
0

0
㎡

1
,4

0
0

円
～

2
,6

0
0

円
/㎡

浮
き

、
欠

損
及

び
剥

落
部

の
補

修

タ
イ

ル
外

壁
の

補
修
（

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

ニ
ン

グ
・

注

入
併

用
工

法
）

タ
イ

ル
、

モ
ル

タ
ル

塗
り

外
壁

の
剥

離
・

浮
き

等
の

不
具

合
に

対
し

、
用

い
ら

れ
る

工
法

で
あ

る
。

①
部

分
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
注

入
工

法
、

②
全

面
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
注

入
工

法
、

③
全

面
ポ

リ
マ

ー
セ

メ
ン

ト
ス

ラ
リ

ー
注

入
工

法
が

あ
る

。

剥
離

部
分

に
対

し
て

等
間

隔
に

穿
孔

を
行

い
、

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

や
セ

メ
ン

ト
ス

ラ
リ

ー
を

注
入

し
孔

内
に

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

を
挿

入
す

る
。

使
用

す
る

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

の
種

類
に

は
、

全
ね

じ
ス

テ
ン

レ
ス

ピ
ン

や
、

注
入

口
付

き
ア

ン
カ

ー
ピ

ン
と

呼
ば

れ
、

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

先
端

が
孔

内
で

拡
張

し
、

機
械

的
に

仕
上

げ
層

を
躯

体
へ

固
定

す
る

も
の

が
あ

る
。

ま
た

、
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
の

注
入

を
ア

ン
カ

ー
ピ

ン
挿

入
孔

か
ら

行
う

場
合

と
、

こ
れ

以
外

に
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
の

注
入

孔
を

追
加

し
、

剥
離

部
全

面
に

樹
脂

を
充

て
ん

さ
せ

る
方

法
が

あ
る

。

タ
イ

ル
・

モ
ル

タ
ル

）

ア
ン

カ
ー

ピ
ニ

ン
グ

部
分

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

注
入

工
法

７
０

０
円

/
穴

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

ニ
グ

全
面

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

注
入

工
法

、
施

工
規

模

２
０

０
㎡

1
6

,3
0

0
円

/
㎡
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分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
※

注
１

施
工

単
価

※
注

2

浮
き

、
欠

損
及

び
剥

落
部

の
補

修

タ
イ

ル
外

壁
の

補
修

（
張

替
（

塗

替
）

工
法

）

タ
イ

ル
、

モ
ル

タ
ル

塗
り

外
壁

の
欠

損
部

を
補

修
す

る
工

法
で

、
劣

化
部

を
除

去
し

た
後

、
新

た
に

タ
イ

ル
や

モ
ル

タ
ル

を
施

工
す

る
。

一
般

的
に

欠
損

部
の

補
修

に
は

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

モ
ル

タ
ル

が
使

用
さ

れ
る

。
ま

た
、

タ
イ

ル
の

再
施

工
に

は
、

タ
イ

ル
張

付
け

モ
ル

タ
ル

が
使

用
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
が

、
剥

落
が

生
じ

る
危

険
が

あ
る

と
き

に
は

弾
性

接
着

剤
を

用
い

る
場

合
が

あ
る

。

タ
イ

ル
）

改
良

圧
着

張
り

施
工

規
模

５

0
0

㎡

6
,4

0
0

円
～

8
,2

0
0

円
/
㎡

モ
ル

タ
ル

）

金
ゴ

テ
押

え
、

塗
厚

2
5
ｍ

ｍ
、

施
工

規
模

３
０

０
㎡

2
,8

0
0

円
～

3
,3

0
0

円
/
㎡

タ
イ

ル
外

壁
の

補
修
（

外
壁

複
合

改
修

構
工

法
（

ピ

ン
ネ

ッ
ト

工
法

）

タ
イ

ル
、

モ
ル

タ
ル

塗
り

外
壁

に
お

い
て

、
既

存
仕

上
げ

層
の

外
側

に
、

こ
れ

と
一

体
化

し
た

剥
落

防
止

層

（
繊

維
ネ

ッ
ト

と
、

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

モ
ル

タ
ル

や
透

明
樹

脂
等

に
よ

り
形

成
）

を
施

工
す

る
。

さ
ら

に
既

存
仕

上
げ

層
、

ま
た

は
、

同
層

と
上

記
の

剥
落

防
止

層
を

ア
ン

カ
ー

ピ
ン

で
固

定
す

る
こ

と
で

、
施

工
範

囲
全

体
の

剥
落

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
剥

落
防

止
層

は
塗

装
仕

上
げ

の
下

地
に

な
る

た
め

、
工

事
期

間
・

工
程

の
短

縮
が

可
能

で
あ

る
。

8
,3

0
0

円
～

8
,8

0
0

円
/
㎡

87 88

第
３
章

参　

考　

資　

料



89

分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
※

注
１

施
工

単
価

※
注

2

断
面

修
復

改
修

構
造

躯
体

断
面

修
復

改
修
（

左
官

工
法

）

左
官

工
法

は
、

修
復

面
積

が
比

較
的

小
面

積
の

場
合

に
用

い
ら

れ
、

左
官

コ
テ

を
使

用
し

て
補

修
材

料
を

充
て

ん
す

る
。

材
料

と
し

て
、

ひ
び

割
れ

の
動

き
が

比
較

的
大

き
い

場
合

に
は

樹
脂

系
モ

ル
タ

ル
、

ひ
び

割
れ

の
動

き
が

比
較

的
小

さ
い

場
合

に
は

ポ
リ

マ
ー

セ
メ

ン
ト

モ
ル

タ
ル

が
主

に
使

用
さ

れ
る

。

塗
厚

2
5
ｍ

ｍ

施
工

規
模

３
０

０
㎡

2
,8

0
0

円
～

3
,3

0
0

円
/
㎡

構
造

躯
体

断
面

修
復

改
修
（

吹
付

け
工

法
）

吹
付

け
工

法
は

、
補

修
面

積
が

比
較

的
大

面
積

の
場

合
に

用
い

ら
れ

、
あ

ら
か

じ
め

練
り

混
ぜ

た
断

面
修

復
材

を
吹

き
付

け
る

湿
式

工
法

と
、

粉
体

と
水

ま
た

は
混

和
液

を
別

々
に

圧
送

し
て

吹
き

付
け

る
乾

式
工

法
が

あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

専
用

の
吹

付
け

機
を

使
用

す
る

。

吹
付

厚
３

０
、

１
０

㎡
以

上
、

1

層
／

日

3
7

,9
0

0
円

/
㎡

構
造

躯
体

断
面

修
復

改
修
（

打
込

み
工

法
）

打
ち

込
み

工
法

は
、

補
修

面
積

が
比

較
的

大
面

積
の

場
合

に
用

い
ら

れ
、

補
修

断
面

に
合

わ
せ

た
形

状
で

型
枠

を
組

み
、

流
動

性
に

優
れ

た
ポ

リ
マ

ー
セ

メ
ン

ト
モ

ル
タ

ル
、

セ
メ

ン
ト

モ
ル

タ
ル

あ
る

い
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
、

ポ
ン

プ
で

圧
送

し
て

充
て

ん
す

る
工

法
で

あ
る

。
躯

体
や

桁
の

鉛
直

面
(側

面
)や

下
面

な
ど

の
箇

所
に

適

用
さ

れ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設
（

流
し

込
み

工
法

）
、

施
工

規
模

５
０

㎡

9
,7

0
0

円
～

1
0

,7
0

0
円

/
㎡
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90

分
類

※
注

１
工

法
※

注
１

工
法

概
要

※
注

１
施

工
イ

メ
ー

ジ
施

工
単

価

外
装

仕
様

の

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ

パ
ネ

ル

被
覆

改
修

構
法

パ
ネ

ル
被

覆
改

修
構

法
は

、
既

存
外

壁
の

問
題

点
を

別
の

壁
で

覆
う

こ
と

で
解

決
し

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ

り
、

工
法

的
に

は
単

純
で

、
し

か
も

改
修

効
果

は
大

き
く

確
実

な
も

の
で

あ
る

。
パ

ネ
ル

に
は

窯
業

系
サ

イ
デ

ィ
ン

グ
、
複

合
金

属
サ

イ
デ

ィ
ン

グ
、

繊
維

補
強

セ
メ

ン
ト

パ
ネ

ル
な

ど
が

あ
る

。
乾

式
パ

ネ
ル

材
に

よ
る

仕
上

げ
の

場
合

、
地

震
等

に
よ

り
パ

ネ
ル

材
が

落
下

し
な

い
よ

う
、

適
切

な
取

付
け

方
法

で
行

う
。

《
耐

久
性

向
上

工
法

一
覧

》
（

鉄
骨

部
）

分
類

工
法

概
要

施
工

イ
メ

ー
ジ

施
工

単
価

※
注

2

防
食

対
策

腐
食

部
分

の
除

去
を

し
た

後
、

下
塗

り
に

防
錆

塗
料

の
塗

布
、

中
・

上
塗

り
に

表
面

保
護

塗
料

の
塗

布
を

す
る

。

鉄
鋼

面
Ｃ

種
施

工
規

模
3

0
0

㎡

6
0

0
円

～
7

0
0

円
/
㎡

亜
め

っ
き

鋼
面

Ｃ
種

、
施

工
規

模

3
0

0
㎡

3
0

0
円

/
㎡

※
注

１
「

持
続

可
能

社
会

に
お

け
る

既
存

共
同

住
宅

ス
ト

ッ
ク

の
再

生
に

向
け

た
勉

強
会

」
個

別
技

術
シ

ー
ト

集
（

国
土

交
通

省
）

よ
り

引
用

「
持

続
可

能
社

会
に

お
け

る
既

存
共

同
住

宅
ス

ト
ッ

ク
の

再
生

に
向

け
た

勉
強

会
」（

国
土

交
通

省
）
（

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
lit

.g
o

.j
p

/
ju

ta
k
u

k
e
n

ti
k
u

/
h

o
u

s
e
/
ju

ta
k
u

k
e
n

ti
k
u

_
h

o
u

s
e
_
tk

5
_
0

0
0

0
1

7
.h

tm
l）

「
持

続
可

能
社

会
に

お
け

る
既

存
共

同
住

宅
ス

ト
ッ

ク
の

再
生

に
向

け
た

勉
強

会
」

個
別

技
術

シ
ー

ト
集

（
国

土
交

通
省

）
（

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.m
lit

.g
o

.j
p

/
c
o

m
m

o
n

/
0

0
0

2
2

7
8

7
1

.p
d

f
）

※
注

２
本

施
工

単
価

は
、「

建
築

施
工

単
価

（
1

6
-
1

0
秋

）（
一

財
）

経
済

調
査

会
」

及
び

「
マ

ン
シ

ョ
ン

修
繕

編
2

0
1

5
/
2

0
1

6
（

一
財

）
経

済
調

査
会

」
を

参
考

に
し

て
作

成
し

た
も

の
で

あ
る

。

作
成

に
際

し
、

参
考

と
し

た
単

価
の

下
２

桁
は

切
り

上
げ

、
施

工
規

模
、

仕
様

、
及

び
単

価
は

あ
る

程
度

幅
を

持
た

せ
て

設
定

し
た

。
な

お
、

本
単

価
は

直
接

工
事

で
共

通
費

な
ど

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。
本

価
格

は
あ

く
ま

で
参

考
で

あ
り

、
実

際
の

使
用

に
際

し
て

、
十

分
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

押
出

成
形

型
セ

メ
ン

ト
板

取
り

付
け

完
了

部
分

事
例

南
砺

市
立

井
波

中
学

校
校

舎
棟

よ
り

腐
食

部
分

の
除

去

事
例

洋
野

町
立

中
野

小
学

校
屋

内
運

動
場

よ
り
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長寿命化改良事業の概要

２．対象校

幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援学校

１．概要

老朽施設の再生を図るため、構造体の長寿命化やライフラインの更新などにより建物の耐久性を
高めるとともに、省エネ化や多様な学習内容、学習形態による活動が可能となる環境の提供など現
代の社会的要請に応じた改修を支援

３．事業の対象となる建物・工事の内容

①建築後40年以上経過したもの
②今後30年以上使用する予定のもの
③構造体の劣化状況調査を行い、その結果躯体の補修工事が必要なもの

必 ず 実 施 す る 躯 体 の 補 修 工 事

＜鉄筋コンクリート造＞

①コンクリートの中性化対策

②鉄筋の腐食対策

③鉄筋のかぶり厚さの確保

＜鉄骨造＞

①鉄骨の腐食対策

②接合部の破損の補修

＜木造＞

構造体の腐朽対策（土台、柱、梁等）

原 則 と し て 実 施 す る 工 事

①耐久性に優れた材料等への取り替え

②維持管理や設備更新の容易性の確保

③少人数指導など多様な学習内容・学

習形態による活動が可能となる環境

の提供

④断熱、二重サッシ、日射遮蔽等の省

エネルギー対策

４．長寿命化改良事業と既存の補助制度との比較

長寿命化改良事業 大規模改造（老朽） 改築

趣旨
建物の耐久性を高めるとともに、
現代の社会的要請に応じた施設
への改修

経年により通常発生する学校建物
の損耗、機能低下に対する復旧措
置等

構造上危険な状態にある建物や、
教育を行うのに著しく不適当な建
物で特別の事情があるもの改築

実質的な地方負担 ２６．７％ ６６．７％ ２６．７％

交付金算定割合 ３３．３％ ３３．３％ ３３．３％

地方財政措置 ４０．０％ なし ４０．０％

上限額 なし ２億円 なし

下限額 ７，０００万円 ７，０００万円 なし

補助単価 改築単価（約１８万円/㎡）×６０％ 改築単価(約１８万円/㎡）×５３％ 改築単価（約１８万円/㎡）

解体費（減築） 対象になる 対象にならない 対象になる

補助要件

構造体の劣化状況等について調
査を行い、劣化対策を要すると学
校設置者が判断するもの

外部及び内部の両方を同時に全面
的に改造するもの

【危険建物の改築】耐力度調査の
結果、基準点以下となったもの
【不適格建物の改築】Is値がおお
むね０．３に満たないもの、又は
保有水平力に係る指標（ｑ）の値
がおおむね０．５に満たないもの

築年数 ４０年以上 ２０年以上 －

使用年数 ３０年以上 ３０年未満でも可 －

改修範囲
原則建物一棟全体

※更新済みのものや、将来計画的に更
新することが決まっているものは除く

内部・外部のいずれかの施工割合
が７０％以上、もう一方が５０％以上

－

構造体の長寿命化 実施 実施しなくてもよい －

ライフラインの更新 実施 実施しなくてもよい －

その他長寿命化に
必要な工事

原則実施 実施しなくてもよい －

平成29年3月時点
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文部科学省委託事業

「学校施設の長寿命化改修手法に関する事例集作成業務 」

委員名簿

《有識者会議》

五十音順、敬称略 ※：委員長

    梅 園 雅 一  有限会社 万建築設計事務所 所長

向 野 聡 彦  株式会社 日建設計 フェロー役員 エンジニアリングフェロー

中 埜 良 昭  東京大学 生産技術研究所 教授※

野 口 貴 文  東京大学 大学院工学系研究科建築学専攻 教授

《作業部会》

     佐 藤 大 輔  株式会社コンステック 研究開発本部 診断技術部

《オブザーバー》 文部科学省大臣官房 文教施設企画部 施設助成課

《事務局》    一般社団法人文教施設協会
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